
指導の手引き 11.日常生活(3)

telephone 最初の te− にアクセント。 電話

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

computer  pu− にアクセント。 パソコン

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

TV TとVの両方に等しくアクセント。 テレビ

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

table テーブル

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

wheelchair  wheel にアクセント。 車いす

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

bicycle  bi− にアクセント。 自転車

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

bed ベッド

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

bath ふろ

英語らしい音を出すコツ

文法的な注意事項

文化的な情報、応用表現など

イギリス英語では「バーth 」と発音するが、アメリカ英語では bat や hat の a と同じよう
に「ベァth」のように発音する。「入浴する」は take a bath と言う。
What time do you take a bath? 「何時に入浴しますか」

語頭の wをしっかり発音する。 wheel のｌは table の le と同様、日本語の「る」のように
舌先を弾くのでなく、舌の先を上の歯の裏にしっかり押しつけたまま、暗い「ウ」のような音に
なり次の chair につながる。「ウィーウチェァ」のように聞こえる。

数えられる名詞。

wheel (車輪) と chair (椅子) の合成語。

 −cycle は「シ」ではなく「スィ」になるように注意する。語尾の cle の le は、ほかの語尾
の le と同様、舌の先を上の歯の裏にしっかり押しつけたまま、暗い「ウ」のような音になる。
「バイスィクゥ」のように聞こえる。

数えられる名詞。

 bi− は２を表すラテン語に由来するので、二輪車のこと。ちなみに tricycle（トライスィ
クゥ）は三輪車。 tri− はギリシャ語で３を意味する treis から。また、一輪車は unicycle
(ユーニサイクゥ)と呼ぶ。 uni はラテン語の unus（１の意味）を語源としている。

「ベ・ッ・ド」のような３音節にならないように注意する。なお、最後の d は舌先を上の歯の
裏にしっかり付けて止める。

数えられる名詞。

「寝る」意味では冠詞を付けずに go to bed と言う。What time do you go to bed?
家具としては a bed, beds を用いる。　I want a new bed.「新しいベッドが欲しい」
This room has two beds.「この部屋はベッドが２つある」

語尾の −th は舌先を上下の歯に挟んで発音する。

数えられる名詞。

英語で table と言えば、食事用、会議用、応接用などのテーブルを指す。学校の教室にある教
卓は、日本の和英辞典では teacher's desk と訳していることが多いが、先生の仕事用机とい
うよりも、授業に必要な本や物を置くためのものなので、teacher's table と呼ぶのがよいよ
うに思われる。

phはｆの音なので下唇に歯を当てて発音する。−le−は「エ」よりも「イ」に近い音。語尾の−
oneは「オゥン」と丸めて発音するので、「テレホン」ではなく「テリフォウン」が近い。

数えられる名詞。

日常では電話を単に phone と呼ぶことも多い。携帯電話は mobile phone（イギリス英語では
「モウバイルフォウン」アメリカ英語では、「モウバルフォウン」）と呼ぶ。
パソコンの機能を備えたいわゆるスマホは smartphone と言う。アクセントは −mar− のところ
に置く。

最初の com はアクセントがないので、唇を薄く開け、「コム」よりも「クム」ぐらいのつもり
で発音する。−pu は 唇を丸めて尖らせて力強く発音する。

数えられる名詞。

ノートパソコンは a laptop と呼ぶのがふつう。ひざ（lap）の上に載せて使うので。

アルファベットとして読めばよい。Vは「ブイ」ではなく、上の歯を下唇に当てて「ヴィ－」と
発音する。

数えられる名詞。

TVはもちろん television の略語。アメリカ英語では、televison は語頭の te− にアクセン
トを置くのが普通だが、イギリス英語では −vi− にアクセントを置く人が多い。

「テー」と伸ばすのでなく「ティ」。語尾の −le は ballのｌと同様、日本語の「る」のように
舌先を弾くのでなく、舌の先を上の歯の裏にしっかり押しつけたまま、暗い「ウ」のような音に
なる。「ティブゥ」のように聞こえる。

数えられる名詞。


